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名
寄
市
の
平
成

年
度
各
会
計
予
算
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

21

健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
健
全
化
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進

を
念
頭
に
、
総
合
計
画
の
具
現
化
を
最
優
先
に
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

財
源
調
整
的
な
財
政
調
整
基
金
も
ほ
ぼ
底
を
つ
き
、
基
金
に
依
存

し
た
財
政
運
営
も
限
界
に
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
行
財
政
改

革
推
進
実
施
本
部
を
立
ち
上
げ
、
既
得
権
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
も
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
財
政
改
革

21

に
取
り
組
む
こ
と
で
財
源
確
保
を
図
り
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
調
整
し
な
が
ら
、
将
来
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各会計予算総括表

平
成

年
度
予
算
特
集

21
目
標
と
す
る
将
来
像
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

区 分 予 算 額

一 般 会 計 199億8,215万4千円

国民健康保険【保険事業】 31億8,337万8千円

国民健康保険【直診】 1億2,757万5千円

特 老 人 保 健 事 業 1,328万2千円

介護保険【保険事業】 18億2,311万8千円

別 介護保険【ｻー ﾋ゙ ｽ事業･名寄】 6億8,792万8千円

介護保険【ｻー ﾋ゙ ｽ事業･風連】 4億5,619万3千円

会 下 水 道 事 業 17億1,323万4千円

個別排水処理施設整備事業 7,920万4千円

計 簡 易 水 道 事 業 4,112万3千円

公設地方卸売市場 3,663万円

食肉センター事業 405万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億7,794万6千円

小 計 84億4,366万9千円

一般会計＋特別会計 284億2,582万3千円

企業 病院事業会計 105億9,848万4千円

会計 水道事業会計 9億3,668万5千円

総 計 399億6,099万2千円

風 連 特 例 区 予 算 6,152万5千円

１９９億８,２１５万４千円

一般会計歳入と市税の内訳 (単位：千円)

市　税

15.1%

3,022,294

地方交付税

39.3%

7,860,000

国庫支出金

9.7%1,941,673

道支出金

4.7%

930,622

市　債

14.1%

2,819,200

諸収入

5.9%
1,183,268

その他

11.1%

2,225,097

一般会計歳入

単位：千円

都市計画税 6.0%180,044
市たばこ税 7.3%221,119
軽自動車税 1.5%45,478

固定資産税 37.5%1,132,961 市民税 47.7%1,442,692

市の財源不足に対し

て、国から交付され
るお金

一般会計歳入予算のうち、市税

を市民一人当たりに換算すると

96,847円となります。

市が長期間借
り入れるお金

主に､市が貸した
お金の返済金

平成21年度
市政執行方針と予算
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特定の事業やサービスを提供するために、利用者からの保険料
や使用料などを財源として事業を運営するために設けられた会
計のことをいいます。

特別会計とは

自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と
同様の経理をする会計のことをいいます。

企業会計とは

市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土
木費や教育費など行政運営の基本となる会計のことをいいます。

一般会計とは

一般会計予算総額

一般会計歳出予算を市民一人あ

たりに換算すると、64万310円

(平成21年1月末日現在の住民基

本台帳人口3万1,207人による)

になります。

目的別にすると主なものは次

のとおり。

衛生費 73,394円

教育費 117,767円

公債費 91,252円

民生費 113,810円

農林業費 25,751円

公債費とは、市の借入金返
済のために使われるお金で、
一般会計歳出予算全体の14.3
％を占めています。

その他

8.0%

1,578,924

繰出金

8.3%

1,650,745

補助費等

14.9%

2,954,649

物件費

10.3%

2,034,993

普通建設事業費

18.5%

3,655,630

公債費

13.3%

2,634,212

扶助費

7.5%

1,480,924

人件費

19.1%

3,776,671

一般会計目的別歳出 (単位：千円)

商工費 25,157円

土木費 74,180円

６４０，３１０円

一般会計性質別歳出 (単位：千円)

8.4%

議会費 0.8%169,136
総務費 4.2%828,632

民生費

17.8%

3,551,681

衛生費

11.5%
2,290,407

労働費

0.3%

57,815

農林業費

4.0%
803,618

商工費

3.9%
785,069

土木費

11.6%

2,314,942

消防費

3.1%621,135

教育費

18.4%

3,675,158

公債費

14.3%

2,847,712

職員費

10.1%

2,021,844

その他

0.1%15,005

一般会計歳出

単位：千円

4.1%

市民一人当たりの歳出額

平成21年度
市政執行方針と予算

※純計控除215,406千円：借換債とごみ処理手数料について歳入歳出
の重複分を控除しています。
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平成21年度市政執行方針と予算
市政推進の基本的な考え方

市
民
と
行
政
と
の
協
働

こ
こ
に
、
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申

し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
」
に
つ

い
て
で
す
。

自
立
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
提

供
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
と
市
民
が
参
加
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
（
仮
称
）
「
自
治
基

本
条
例
」
の
制
定
と
小
学
校
区
を
区
域
と
す
る
地

域
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
お
よ
び
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

二
点
目
は
、
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に
つ
い

て
で
す
。

市
税
な
ど
収
入
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、
総
合

計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
の

新
し
い
名
寄
市
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
融
和
を
基
本
に
、
１
０
０
年
有
余
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
人
の
力
を
結
集
し

て
、
「
住
ん
で
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
構
造
改
革
が
進
展
す
る
中
で
、
財
政
破
綻
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
地
方
自
治
体
が
疲
弊
に
苦
し
み
、
地
域
間
格
差
の
拡
大
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨

年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
的
な
金
融
危
機
は
、
１
０
０
年
に
１
度
の
緊
急
事
態
と
言
わ
れ
、
自
動
車
・
家

電
な
ど
輸
出
産
業
を
中
心
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
雇
用
の
崩
壊
、
消
費
の
急
激
な
縮
小
な
ど
、
わ
が
国

の
経
済
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
今
後
数
年
間
、
本
市
の
厳
し
い
行
財
政
運
営
に
も
拍
車
が
か
か
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
合
併
に
よ
る
行
財
政
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
、
事
業
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
目
標
と
す
る
将
来
像
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
と
し
、
課
題
の
解
決
を
先
送
り
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

強
化
と
組
織
・
機
構
の
ス
リ
ム
化
、
事
務
・
事
業

の
一
元
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
名

寄
・
風
連
両
地
区
の
類
似
す
る
公
共
施
設
の
統
廃

合
お
よ
び
老
朽
化
に
伴
う
改
修
計
画
の
具
体
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
の
資
質
向
上

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
庁
内
講
師
に
よ
る
新
人

職
員
研
修
の
実
施
な
ど
、
研
修
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興

三
点
目
は
、「
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
で
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保
を
図
る
た
め

に
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
や
製
造
業
等
が
元
気
に

展
開
し
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
が
重

要
で
す
。
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
、
食
の
安
全
、

地
産
地
消
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

心
豊
か
な

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

市
の
教
育
活
動
は
新
し
い
名
寄
市
が
誕
生
し
て
以
来
、

年
々
充
実
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
も
引

き
続
き
「
知
性
と
感
性
を
み
が
き
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
人

と
薫
り
高
い
文
化
を
育
み
、
希
望
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
教
育
行

政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
で
は
、
昨
年
３
月
に
小
中
学
校
の
新
し
い
学
習
指

導
要
領
を
告
示
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
新
年

度
か
ら
は
教
育
課
程
編
成
の
手
引
き
の
作
成
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
本
格
実
施
に
向
け
て
の
移
行
措
置
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
法
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
学
校
は
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状

況
に
つ
い
て
学
校
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
に
基

づ
い
て
改
善
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
諸
活
動

に
係
る
点
検
評
価
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
名
寄
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ

の
適
切
な
対
応
に
努
め
、
今
後
の
国
の
動
向
も
見
極
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成

年
度
に
お
け
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

21

の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
名
寄
市
も
引
き
続
き
参

加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
学
習
状
況
の
更
な
る
把

握
と
そ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
全
国
体
力

・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
に
も
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
の
体
力
や
運
動
習
慣
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
体
力
向
上
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら

平
成

年
度
市
政
執
行
方
針
か
ら

21
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平成２１年度の予算編成 国
と
名
寄
市
の
予
算
編
成

国
の
平
成

年
度
予
算
は
、
「
経
済
財
政
運
営

21

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
」
等

に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
方
向

性
を
維
持
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
世
界
の
経
済

金
融
情
勢
の
急
激
な
変
化
を
受
け
、
歳
入
環
境
が

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
状
況
を
念
頭
に
、
国
民
生

活
と
日
本
経
済
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
基
本

方
針
２
０
０
６
」
等
に
沿
っ
た
国
の
歳
出
予
算
に

合
わ
せ
て
、
給
与
関
係
経
費
や
地
方
単
独
事
業
が

抑
制
さ
れ
た
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
地
方
の
切
実
な
声
を
踏
ま
え
、
生
活

防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
基
づ
き
、
地
方
交
付

税
の
増
額
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
総
額
は

兆
５

82

５
５
７
億
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は

兆
８
２
０
２
億

15

円
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地

方
交
付
税
は

兆
９
６
８
８
億
円
と
な
り
、
前
年

20

度
比

・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
伸
び
率
と
な

15

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
中
に
、
歳
出

の
特
別
枠
と
し
て
、
昨
年
の
「
地
方
再
生
対
策
費
」

に
加
え
、
新
た
に
、
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
の
厳
し
い
財
政
事
情

に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

名
寄
市
の
平
成

年
度
各
会
計
予
算
は
、
地
方

21

公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
健

全
化
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
念
頭
に
、

総
合
計
画
の
具
現
化
を
最
優
先
に
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
実
施

設
計
、
認
定
こ
ど
も
園
運
営
支
援
事
業
、
南
２
丁

目
通
踏
切
拡
幅
改
良
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業

に
お
け
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
事
業
な
ど

を
。
ま
た
、
継
続
事
業
で
は
、
市
立
天
文
台
整
備

事
業
、
北
斗
・
新
北
斗
団
地
建
替
事
業
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
多
く
の
事
業
を
盛
り
込
み
、
地
域

経
済
や
雇
用
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
案
は
１
９
９
億
８
２
１
５
万

４
千
円
で
、
前
年
度
比
８
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
14

億
９
７
９
６
万
１
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

９
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
３
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

億
４
３
６
６
万
９
千
円
。

84

企
業
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比

・
３
パ
ー
セ

12

ン
ト
増
の
１
１
５
億
３
５
１
６
万
９
千
円
。
全
会

計
の
総
額
で
は
、
前
年
度
比
６
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

増
の
３
９
９
億
６
０
９
９
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
風
連
特
例
区
会
計
の
予
算
案
は
、
前
年

度
比

・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
６
１
５
２
万
５
千

13

円
と
な
り
ま
し
た
。

財
源
調
整
的
な
財
政
調
整
基
金
も
ほ
ぼ
底
を
つ

き
、
基
金
に
依
存
し
た
財
政
運
営
も
限
界
に
来
て

い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
行
財
政
改
革
推
進
実
施

本
部
を
立
ち
上
げ
、
既
得
権
や
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。

平
成

年
度
も
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

21

っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
で
財
源
確
保

を
図
り
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
な

が
ら
、
将
来
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
が

な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
「
自
立
」
と
「
共
生
」

を
北
海
道
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
定
め
、
平
成

年
20

度
よ
り
新
長
期
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
職
員
の
意
欲
と
資
質
の
向
上
を
目
指
し

て
「
学
校
職
員
評
価
制
度
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
諸
施
策
に
つ
い
て
も
道
の
今
後
の
動
き
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
適
切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。名

寄
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

年
度
全
国
学
力

20

・
学
習
状
況
調
査
に
基
づ
い
た
名
寄
市
に
お
け
る
指
導

改
善
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
去
る

月
に
名
寄
市
教
育

12

研
究
所
か
ら
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
各
学
校
に
お
け
る
学
習
活
動
の
あ
り
方
と
併

せ
て
、
家
庭
で
の
学
習
環
境
に
視
点
を
あ
て
た
５
つ
の

提
言
、

の
方
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
新
年
度
に
お
け

23

る
教
育
活
動
推
進
の
指
針
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
名
寄
市

20

小
中
学
校
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
全
国
的
に
生

徒
指
導
上
の
問
題
が
多
発
し
て
い
る
中
、
名
寄
市
に
お

け
る
事
故
の
未
然
防
止
に
係
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
生

徒
指
導
に
係
わ
り
ま
し
て
は
今
年
度
も
引
き
続
き
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
昨
年
度
設
置
い
た
し
ま
し
た
「
名
寄
市
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
の
教

育
力
向
上
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
り
、
地
域
住
民

・
各
種
団
体
等
が
連
携
し
て
学
校
を
支
援
す
る
体
制
を

整
え
る
た
め
に
新
年
度
は
新
た
な
対
象
中
学
校
区
を
加

え
る
な
ど
、
そ
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成21年度
市政執行方針と予算
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安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

平
成

年
度
の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
※
事
業
費
は
千
円
単
位
で
四
捨
五
入

21

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
自
治
、
地
域
主
権
の
理
念
の

も
と
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

地
域
自
治
組
織
を
創
設
し
、
自
立

す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

新
総
合
計
画
の
具
現
化
を
最
優
先
に
、
多
く
の
事
業
を
盛
り
込
み
、

地
域
経
済
と
雇
用
に
も
配
慮
し
た
新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
総

合
計
画
で
示
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
ご
と
に
分
類
し
て
、

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
総
合
計
画
推
進
事
業

【

万
円
】

20総
合
計
画
推
進
市
民
委
員
会
報
酬
な
ど

総
合
計
画
の
推
進
に
取
り
組
む
経
費
で

す
。

Γ市民参画・健全財政

Γ

○
自
治
基
本
条
例
策
定
事
業

【

万
円
】

40市
民
自
治
を
基
本
に
、
市
民
参
加
や
行

政
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

【

万
円
】

46男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
・
実
施
計
画

の
実
践
に
取
り
組
む
経
費
で
す
。

○
移
住
促
進
事
業
【

万
円
】

36

短
期
移
住
体
験
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
制
作
な

ど
、
移
住
促
進
に
取
り
組
む
経
費
で
す
。

Γ保健・医療・福祉

Γ

人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ

と
り
が
生
涯
輝
い
て
い
ら
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

○
認
定
こ
ど
も
園
運
営
支
援
事
業

【
６
６
４
８
万
円
】
※
新
規
事
業

名
寄
大
谷
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
運

営
及
び
延
長
保
育
・
一
時
保
育
・
病
後
時

保
育
・
障
害
児
保
育
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
に
支
援
し
ま
す
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

【
１
８
２
２
万
円
】
※
新
規
事
業

保
健
セ
ン
タ
ー
の
内
部
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

○
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

【
３
２
５
万
円
】
※
平
成

年
度
〜

20

生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
の
相
談
、
子
育
て
支
援
や
虐

待
の
予
防
対
策
を
強
化
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
つ
く
り
ま

す
。

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
整

備
事
業
補
助
金

【
２
５
０
万
円
】
※
新
規
事
業

空
き
家
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

ア
ホ
ー
ム
に
改
修
す
る
工
事
費
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

○
病
院
医
療
機
器
整
備
事
業

【
１
億
５
０
０
０
万
円
】

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
の
た
め

に
、
市
立
総
合
病
院
、
東
病
院
の
医
療
機

器
を
整
備
し
ま
す
。

平成21年度の
主な事業

地域が参加する大学公園のスノーランタン

市立総合病院のＩＣＵ棟
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Γ生活環境・都市基盤

Γ

豊かな緑を大切にし、自然と調和し
た快適な生活環境を確保し、未来へ
とつなぐまちを目指します。

○
風
連
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

【
４
億
７
７
８
３
万
円
】

風
連
地
区
第
１
種
市
街
地
再
開
発
事
業

補
助
金
４
億
５
８
５
４
万
円
、
そ
の
他
１

９
２
９
万
円(

平
成

年
度
は
補
償
、
解

21

体
除
去
、
再
建
築)

平
成

〜

年
度
ま
で
の
概
算
総
事
業
費

19

22

億
４
０
０
０
万
円

24○
公
園
整
備
事
業

【
１
０
０
０
万
円
】

西
町
緑
地
を
整
備
し
ま
す
。

《

新
規
道
路
整
備
事
業

》

○
南
２
丁
目
通
踏
切
拡
幅
改
良
事
業

【
７
２
０
３
万
円
】
※
新
規
事
業

平
成

年
度
は
踏
切
改
良
工
事
、
測
量

21

試
験(

平
成

〜

年
度
ま
で
の
全
体
事

21

22

業
費
１
億
５
０
０
０
万
円)

○
南

丁
目
東
通
道
路
改
良
舗
装
事
業

11

【
２
０
０
４
万
円
】
※
新
規
事
業

改
良
舗
装
延
長
＝

ｍ
、
実
施
設
計

70

○
北
栄
２
丁
目
線
歩
道
補
修
事
業

【
１
５
０
０
万
円
】
※
新
規
事
業

改
修
延
長
＝
５
５
０
ｍ

○
徳
田
し
ら
か
ば
１
号
通
道
路
改
良
舗

装
事
業

【
６
０
０
７
万
円
】
※
新
規
事
業

改
良
舗
装
延
長
＝
１
３
０
ｍ
、
実
施
設

計○
名
寄
演
習
場
周
辺
障
害
防
止
対
策
事

業
【
７
２
４
万
円
】
※
新
規
事
業

排
水
路
流
域
・
地
質
調
査
な
ど

《

道
路
整
備
継
続
事
業

》

○

線
道
路
舗
装
新
設
事
業

19
【
１
億
５
３
２
５
万
円
】

改
良
延
長
＝

ｍ
、
橋
り
ょ
う
新
設

80

○
東
４
条
道
路
改
良
舗
装
事
業

【
４
０
０
２
万
円
】

路
盤
工
・
舗
装
工
＝
１
３
０
ｍ

○
豊
栄
西

条
仲
通
改
良
舗
装
事
業

10

【
３
０
０
０
万
円
】

改
良
舗
装
＝
１
６
０
ｍ

○
北
１
丁
目
道
路
改
良
舗
装
事
業

【
３
０
０
０
万
円
】

路
盤
工
・
舗
装
工
＝
１
５
０
ｍ

○
緑
丘
通
道
路
改
良
舗
装
事
業

【
５
７
６
９
万
円
】

路
盤
工
・
舗
装
工
＝
１
８
０
ｍ

○
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

【
３
０
０
万
円
】
※
新
規
事
業

の
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
、
橋
り
ょ
う

81
点
検
、
台
帳
整
備
。

《

総
合
交
通
体
系
事
業

》

○
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
事
業

【
２
０
３
万
円
】

公
共
交
通
会
議
の
設
置
、
地
域
公
共
交

通
実
証
運
行

○
東
西
バ
ス
路
線
運
行
事
業

【
３
０
３
万
円
】

○
地
方
バ
ス
路
線
運
行
補
助
事
業

【
１
７
２
８
万
円
】

○
消
防
庁
舎
整
備
事
業

【
４
７
０
０
万
円
】

屋
上
改
修
、
排
煙
設
備
工
事
な
ど
。

《

市
営
住
宅
整
備
事
業

》

快
適
な
生
活
環
境
の
充
実
の
た
め
に
、

名
寄
地
区
北
斗
・
新
北
斗
団
地
の
建
替
と

し
て
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
名
寄
団
地
の
南
側

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

戸
34

を
建
設
し
ま
す
。

○
北
斗
・
新
北
斗
団
地
建
替
事
業

【
６
億
６
３
５
１
万
円
】

平
成

〜

年
度
ま
で
の
全
体
事
業
費

20

21

８
億
３
０
０
６
万
円

○
住
宅
火
災
警
報
機
設
置
事
業

【
１
３
０
０
万
円
】
※
新
規
事
業

既
存
公
営
住
宅
に
平
成

〜

年
度
の

21

22

２
カ
年
で
設
置
し
ま
す
。

自然と環境にやさしく

快適で安全なまちづくり

平成21年度の
主な事業

○
公
共
下
水
道
整
備
事
業

【
２
億
５
３
０
万
円
】

終
末
処
理
場
の
電
気
施
設
中
央
監
視
設

備
と
運
転
操
作
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

風連地区市街地再開発事業
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地域の特性を生かしながら産業間連
携を進め、自立的に発展する活力あ
るまちを目指します。

創
造
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

Γ
産
業
振
興 Γ

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付

金
【
１
億
８
６
０
万
円
】

将
来
に
わ
た
る
持
続
的
農
業
活
動
と
、

農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
発
揮

で
き
る
有
効
な
取
り
組
み
の
た
め
に
、
各

地
域
の
集
落
協
定
を
尊
重
し
、
集
落
と
連

携
し
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業

【
２
０
０
０
万
円
】

住
宅
の
改
修
工
事
等
に
係
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
住
宅
の
改
修
を

促
進
し
、
快
適
な
住
環
境
の
整
備
と
市
内

建
設
事
業
者
の
振
興
、
雇
用
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

１
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
て
定
額

万
円
を
助
成
。(

平
成

20

年
度
ま
で)

21

○
農
地･

水･

環
境
保
全
向
上
対
策
共
同

活
動
支
援
事
業
【
４
１
１
９
万
円
】

農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
多
面
的
な
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
農
村
地
域
の
活
動

組
織
に
対
し
て
共
同
活
動
を
支
援
す
る
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
ピ
ヤ
シ
リ
ヘ
ル
シ
ー
ゾ
ー
ン
管
理
運

営
事
業
【
３
７
９
２
万
円
】

○
道
の
駅
管
理
運
営
事
業

【
１
２
５
５
万
円
】

○
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
事
業

【
４
３
７
３
万
円
】

○
望
湖
台
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
等
管
理
運

営
事
業
【
１
８
５
０
万
円
】

○
木
材
需
要
拡
大
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
【
５
４
２
万
円
】

○
市
民
会
館
維
持
管
理
運
営
事
業

【
１
８
３
６
万
円
】

○
林
業
・
木
材
産
業
構
造
改
革
事
業

【
４
７
３
２
万
円
】
※
新
規
事
業

木
材
処
理
加
工
施
設
、
高
性
能
林
業
機

械
導
入
な
ど
。

○
一
般
管
理
事
業(

特
例
区
協
議
会
等)

万
円

95

○
自
治
組
織
推
進
事
業

６
９
３
万
円

○
自
治
活
動
推
進
事
業(

地
域
事
業
へ
の
支
援)

万
円

20

○
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
事
業

２
万
円

○
利
雪
克
雪
事
業

(

市
街
地
国
道
・
道
道
除
排
雪
補
助
金)

４
８
７
万
円

○
定
住
対
策
事
業

万
円

45

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
観
光
及
び

イ
ベ
ン
ト
活
性
化
事
業

８
６
８
万
円

○
都
市
交
流
事
業(

東
京
都
杉
並
区
と
の
交
流)

２
８
０
万
円

○
都
会
っ
子
交
流
事
業

(

杉
並
区
と
の
子
ど
も
交
流)

２
４
４
万
円

○
ふ
る
さ
と
会
事
業(

札
幌
風
連
会
、
旭
川
風
連
会)

万
円

12

○
町
民
広
場
手
形
作
製
事
業(

小
学
校
入
学
者
対
象)

万
円

10

○
区
域
高
校
振
興
対
策
事
業(

風
連
高
校
生
徒
支
援)

万
円

35

○
放
課
後
対
策
事
業(

児
童
ク
ラ
ブ
設
置
運
営)

万
円

31

○
通
学
・
通
園
事
業(

旭
・
西
風
連
地
区
児
童

送
迎
・
遠
距
離
通
学
支
援)

４
３
５
万
円

○
区
域
育
英
基
金
事
業

１
３
２
４
万
円

○
河
川
・
道
路
愛
護
事
業

１
６
３
万
円

○
特
定
車
両
運
行
事
業(

大
型
バ
ス
運
行
管
理)

２
５
４
万
円

○
地
域
施
設
管
理
事
業(

福
祉
会
館
等
の
管
理)

１
１
５
４
万
円

風

連

特

例

区

予

算

風
連
地
区
の
振
興
の
た
め
に
、
「
合
併
特
例
区
協
議

会
」
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成21年度の
主な事業

田んぼに舞い降りた丹頂鶴
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○(

仮
称)

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業(

保
留
床
取
得
等)

【
７
億
２
８
９
４
万
円
】
※
新
規
事
業

風
連
地
区
第
１
種
市
街
地
再
開
発
事
業

を
施
工
し
て
い
る
㈱
ふ
う
れ
ん
か
ら
、(

仮

称)

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
取
得
し
、
合

わ
せ
て
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

(

仮
称)

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
６
億

８
２
５
０
万
円
、
備
品
整
備
４
０
０
０
万

円
、
事
務
費
６
４
４
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
設
置
事
業

【
６
５
８
万
円
】

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
市
内
３
小
学

校(

名
寄
小
学
校
、
南
小
学
校
、
豊
西
小

学
校)

に
配
置
し
、
発
達
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
を
広
い
意
味
で
支
援
し
ま
す
。

○
天
文
台
整
備
事
業

【
６
億
４
５
７
６
万
円
】

平
成

〜

年
度
本
体
工
事
を
行
い
ま

20

21

す
。
北
海
道
大
学
と
連
携
し
、
平
成

年
21

月
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。(

平

12成

〜

年
度
市
負
担
概
算
事
業
費
８
億

19

21

３
１
５
９
万
円)

《

学
校
施
設
・
設
備
整
備
事
業

》

○
東
小
学
校
屋
体
改
築
事
業

【
１
２
７
０
万
円
】
※
新
規
事
業

平
成

年
度
は
地
質
調
査
２
４
０
万

21

円
、
実
施
設
計
１
０
３
０
万
円(

平
成
21

〜

年
度
ま
で
の
全
体
事
業
費
３
億
１
３

23
３
０
万
円)

平
成

年
度
〜
改
築
工
事
、

22

平
成

年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど

23

○
風
連
中
学
校
整
備
事
業(

風
連
高
校

校
舎
屋
体
等
改
修
実
施
設
計)

【
６
２
７
万
円
】
※
新
規
事
業

風
連
中
学
校
の
移
転
を
予
定
し
て
い
る

風
連
高
校
の
校
舎
・
屋
体
等
の
改
修
の
た

め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
平
成

年
21

度
〜
実
施
設
計
、
平
成

年
度
〜
改
修
工

22

事

心豊かな人と

文化を育むまちづくり

Γ教育・文化・スポーツ

Γ

生涯学習活動や文化活動を充実
させ、名寄市立大学を活かした個
性あふれるまちを目指します。

○
風
連
高
等
学
校
閉
校
記
念
事
業
補
助

金
【
１
０
０
万
円
※
新
規
事
業
】

風
連
高
等
学
校
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

《

各
施
設
の
運
営
事
業
費

》

○
名
寄
公
民
館
運
営
事
業

【
２
４
２
万
円
】

○
風
連
公
民
館
運
営
事
業

【
４
３
２
万
円
】

○
智
恵
文
公
民
館
運
営
事
業

【

万
円
】

72
○
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【
２
２
６
２
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
女
性
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【
１
４
１
３
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
図
書
館
運
営
事
業

【
２
２
９
６
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
博
物
館
運
営
事
業

【
２
０
９
５
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
天
文
台
運
営
事
業

【
７
２
８
万
円
】
※
含
維
持
管
理(

プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
を
含
む)

○
風
連
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【
１
５
０
３
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
風
連
陶
芸
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【
１
８
３
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
風
連
児
童
会
館
運
営
事
業

【
２
１
１
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
南
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

【
６
６
２
万
円
】

○
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【
８
０
３
８
万
円
】
※
含
維
持
管
理

○
名
寄
市
立
大
学
学
内
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
事
業

【
１
３
４
万
円
】

大
学
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
学
内
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
看
護
師
の

配
置
を
行
い
ま
す
。

平成21年度の
主な事業

○
食
育
推
進
事
業
【

万
円
】

22

食
育
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
経
費
で

す
。

小中学校のカーリング授業
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木原天文台

※公民館「市民講座」と「芸術文化バスツアー」につ

いては、別紙チラシをご覧ください。

■第５７回憲法記念ロードレース
・と き ５月１０日（日）午前１０時スタート
・ところ なよろ健康の森陸上競技場
・種 別【10ｋｍ】中学生男子の部・高校生男子の部・

一般男子Ａの部・女子の部
【５ｋｍ】小学生男子の部・小学生女子の部・

中学生男子の部・中学生女子の部・
高校生男子の部・高校生女子の部
一般男子Ｂ～Ｆの部・一般女子Ａ・Ｂの部

【３ｋｍ】小学生～一般
※詳しくは大会事務局までお問い合せください。
・申込方法 所定の申込書により４月１３日(月)までに下記

にお申し込みください。（必着）
申し込み・問い合わせ
教育委員会生涯学習課スポーツ振興係
〒096-0023 名寄市西１３条南４丁目市民文化センター内
０１６５４②２２１８ FAX０１６５４②２３５６

■家庭教育支援講座「ケータイ安全教室」の開催
～被害者・加害者にならないために～
・と き ４月１５日(水)１８：３０～
・ところ 市民文化センター大会議室
・対 象 小・中・高校生の保護者等一般市民
・内 容 携帯電話を悪用したトラブル等の対

処法や、利用の際のマナーやルール

■ジャックの豆事業「フラダンス体験会」(全２回)
へご参加を
明るいハワイのリズムにあわせて、楽しく踊りましょう。
基礎から丁寧に指導します。

・と き ４月２５日(土)･５月９日(土)１０：３０～１１：３０
・ところ 市民文化センター ２階 視聴覚研修室
・講 師 マイレ本間フラスクール 石川 房子 氏
・定 員 １０人
・参加費 ５００円（２回分）
・主 催 名寄フラダンス愛好会
・申込み ４月２０日までに市民文化センター佐藤へ

０１６５４②２２１８

■平成２１年度 名寄市風連陶芸センター 陶芸教室
・と き 毎月第２･第４木曜日（月１回の開催になる場合

があります。開催日を電話等でご確認ください。）

午前の部 ９：００～１２：００
午後の部 １３：００～１６：００
夜間の部 １８：００～２１：００

・ところ 風連陶芸センター
・定 員 各時間帯 １５人
・費 用 粘土代１㎏２００円（お一人何㎏でも使用可）
・持ち物 多少汚れるのでエプロンなど
問い合わせ 風連陶芸センター ０１６５５③２７４３
※このほか団体での陶芸教室も受け付けて
いますので、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

■プラネタリウム館のご案内

「春の星座と物語」
・投影日 水曜日～日曜日１５：００～
・休館日 毎週月曜、火曜日、月末日、祝日
・月末休館日 ４月３０日（木）
・入館料 ○一般１００円 ○小学生～高校生５０円

○幼児無料
※減免：学校、幼稚園、保育所、福祉施設などについて
は、市内免除市外半額になります(事前に申請が必要で
す、お問合せください)

・連絡先
プラネタリウム館（大通南２丁目）01654②4751

■４月にみられる天体
・月面 １日～９日、２８日～３０日
・土星 今月中

東２条北５丁目 01654②3956 e-mail nayoro@nayoro-star.jp

URL http://www.nayoro-star.jp/

開 水～日 13：00～19：00 休 月・火、祝日 入館料 無料

「 樹氷と北斗七星 」

2009年2月17日

日進にて撮影

市民文化センター
西１３条南４丁目 01654②2218 FAX 01654②2356

開 ９：００～２２：００ 休 月末・年末年始
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まなびの部屋

博物館

図書館
名寄本館 大通南２丁目 01654②4751 FAX 01654②4897
開火・金 9：30～17：00 水・木 9：30～20：00 ※17：00以降は１階のみ

土・日 9：30～16：00 休 月・月末・祝・年末年始
風連分館 風連町南町８４－１ 01655③2871 FAX 01655③2380

開月～金 9：30～17：00 土 9：30～16：00 休 日・月末・祝・年末年始

北国博物館 緑丘222 ・FAX 01654③2575

e-mail ny-kitahaku@city.nayoro.lg.jp

開 9：00～17：00 休 月・年末年始

風連分館 風連町南町８５ 01655③2531 FAX 01655③2321

■第７回北国の彩 及川幸雄絵画展

下川町でトマトファームを経営しながら、森や氷雪など北

国の自然をテーマにした絵画を創作して、海外でも高い評価

を得ている及川さん。新作を中心に油彩画約２５点での個展

です。

・と き ４月２日(木)～８日(水)

・ところ 北国博物館ギャラリーホール（無料）

・主 催 及川幸雄さん

■望岳台のナキウサギ写真展

博物館サポーターの一人、新谷裕滋さんが開く自主企画展

です。新谷さんは、日ごろ博物館行事の記録撮影に協力くだ

さっていますが、昨年は十勝岳望岳台周辺に生息するナキウ

サギに惹かれて何度も撮影に出かけました。雄大な自然の中
ひ

で出会ったナキウサギの様々な写真を紹介します。

・と き ４月１０日(金)～１９日(日)
・ところ 北国博物館ギャラリーホール（無料）

・主 催 新谷裕滋さん

■野外植物展

芽吹きの季節に合わせて、毎年恒例の展示会です。植物を

活かした押し花、写真、リースなど、会員がそれぞれの分野

で制作した作品、観察成果などを紹介します。

・と き ４月２２日(水)～５月６日(水)

・ところ 北国博物館ギャラリーホール（無料）

・主 催 なよろ野の花の会

■博物館であ・そ・ぼ・う！！

館内の広いスペースに、木のおもちゃ、リサイクルおもち
ゃ、工作コーナーなどを設けます。
ペットボトルの輪投げ、空き缶魚釣り、ぬりえ、小枝の木

工作などを友達同士、家族連れでお楽しみください。

・と き ４月２５日(土)～５月６日(水)

・ところ 北国博物館講堂・エントランスホールなど（無料）

※期間中は月曜日（４/２７、５/４）も開館します。

【名寄本館の予定】
●ミニ展示
「通園・通学手づくりバック」「男女共同参画とは？」
「子ども（３歳～６歳）に読んであげたいおすすめの絵本」
「わるい人から自分をまもろう！」

●きんようおはなしクラブ(毎週金曜日 15：30～)
・と き ４月１０日・１７日・２４日
・対 象 ３歳以上～小学生
・内 容 絵本・紙芝居・工作ほか

●ペンギンクラブ
・と き ４月１６日(木)1０：３0～
・対 象 ３歳未満児・保護者
・内 容 ペンギンクラブスタート

●こども図書館まつり
＜０歳～３歳向き＞
・と き ４月２５日（土) １０：３０～１１：１５
・ところ 名寄本館２階会議室
・内 容 絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊び、パネルシア

ターを作ろうほか
・定 員 ２０人

＜３歳～小学２年生対象＞
・と き ５月９日（土） １０：３０～１１：３０
・ところ 名寄本館２階会議室
・内 容 絵本読み聞かせ、ブラックライト紙芝居、工作

ほか
・定 員 ５０人
・持ち物 木工用ボンドとはさみ
・申込み ４月1日から名寄本館に電話またはカウンター

で申し込みください。（定員になり次第締め切
ります）

【風連分館の予定】
●春のおはなし会
・と き ４月２４日(金)1１：０0～
・対 象 幼児と保護者
・内 容 手遊び､歌､エプロンシアター､絵本読み聞かせ

●おはなしタイム(水曜日 15：00～)
・と き ４月１日・８日・１５日・２２日
・対 象 児童

●おはなしポケット(金曜日 11：00～)
・と き ４月３日・１０日・１７日
・対 象 幼児と保護者

自動車文庫「やまゆり号」４月の巡回日程
《名寄地区》

７日・21日 麻生公園前 15:00～15:15
ライラック公園前 15:25～15:40
はなぞの公園前 15:55～16:15

8日・22日 緑丘第一団地 15:05～15:20
えんれい公園前 15:30～15:45
サンピラー・マーガレットヴィラ道営住宅前 15:55～16:15

9日・23日 北老人クラブ前 15:15～15:30
ノースタウンふれあい会館前 15:40～16:00

10日・24日 コデマリ公園 15:00～15:15
栄町公園前 15:25～15:40
西１０南１自衛隊官舎前 15:50～16:10

14日・28日 錦町公園前 14:40～14:55
第一老人クラブ前 15:05～15:20
ハルニレ公園前 15:30～15:45
浅江島公園築山前 15:55～16:15

《風連地区》
7日 市街地区 10:05～10:55

15日 東風連地区 10:15～10:45
28日 日進・旭地区 13:00～13:55

下多寄地区 10:15～10:40

１ １ | 平成２１年4月号



現在の記載 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ処理後

邉

邊

藤

廣

静





名
寄
市
の
自
治
基
本
条
例

―
「
基
本
原
則
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
―

懇
話
会
意
見
交
換
か
ら

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
は
、
（
市
民
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
）
、
そ

の
た
め
に
は
、
（
市
民
と
議
会
、
行

政
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
）
、
そ
し
て
（
市
民

と
議
会
、
行
政
が
対
等
な
立
場
で
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
）
が
重
要
で
あ

り
、「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
原
則
と
考
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
に
最
も
身
近

な
参
加
、
情
報
共
有
の
場
の
一
つ
と

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
位
置
づ

け
、
（
地
域
の
自
治
を
尊
重
す
る
こ

と
）、
さ
ら
に
名
寄
市
は
、
（
独
立
し

た
自
治
体
で
あ
る
こ
と
）
を
表
明
し
、

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
市
民
が
主
役

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。
懇
話
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

原
則
五
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具

体
的
に
実
践
す
る
仕
組
み
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

「
市
民
参
加
」
～
市
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
仕
組
み
を
四
項
目
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。

・
市
が
政
策
を
立
案
、
実
施
、
評
価

す
る
際
に
は
、
適
切
な
時
期
に
市
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

・
市
の
各
種
委
員
会
委
員
に
は
、
公

募
委
員
を
加
え
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と・
重
要
な
政
策
を
進
め
る
際
に
は
、

そ
の
政
策
決
定
過
程
で
市
民
の
意
見

反
映
を
図
る
た
め
に
公
聴
会
制
度
や

市
民
意
見
公
募
制
度
を
設
け
る
こ
と

・
住
民
投
票
を
実
施
し
た
際
に
は
、

そ
の
結
果
を
尊
重
す
る
こ
と

市
民
が
主
役
で
あ
る
た
め
に

「
情
報
共
有
」
～
既
に
定
め
ら
れ
て

い
る
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
の

制
度
の
ほ
か
に
二
つ
の
観
点
か
ら
考

え
方
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

・
市
政
に
関
す
る
重
要
な
情
報
は
、

市
民
に
積
極
的
に
提
供
す
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と

・
市
政
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
収

集
し
、
適
正
に
管
理
す
る
こ
と

「
連
携
・
協
力
」
～
市
民
と
議
会
、

行
政
と
の
連
携
・
協
力
に
関
し
て

は
、
こ
の
条
例
に
定
め
ら
れ
る
役
割

を
は
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
」
～
自
主
性

・
自
立
性
を
尊
重
し
、
地
域
の
特
性

を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
場
と
し

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

・
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
共
有
し
、
主
体
的
な
活
動
に
生

か
せ
る
よ
う
学
習
の
場
を
整
備
す
る

こ
と

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
意
見
を

で
き
る
限
り
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

「
団
体
自
治
」
～
名
寄
市
は
、
市
民

と
地
域
の
利
益
の
立
場
を
ふ
ま
え

て
、
国
、
北
海
道
に
対
し
、
自
ら
の

権
利
を
主
張
し
、
意
見
を
表
明
す
る

こ
と
を
基
本
に
据
え
、
国
や
他
の
自

治
体
と
連
携
、
協
力
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
２
月
、
「
名
寄
市
の
自
治
基

本
条
例
の
あ
り
方
」
を
検
討
す
る
た

め
に
委
嘱
を
受
け
た
市
民
懇
話
会

は
、

回
の
会
議
を
経
て
、
検
討
結

22

果
を
答
申
書
と
し
て
ま
と
め
、
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

市民懇話会の検討結果をまとめました

戸
籍
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡
す
る
ま
で
を
登
録
す
る
公
簿
で
、

明
治
５
年
の
戸
籍
法
施
行
以
来
、
現
在
ま
で
手
書
き
、
ま
た
は
タ

イ
プ
で
記
録
、
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成

年
の
合
併
を
機

18

に
戸
籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
６
月
１
日
か
ら
電
算
に
よ

る
戸
籍
事
務
の
一
部
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

戸
籍
謄
本
な
ど
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

登
録
す
る
た
め
の

「
氏
名
字
体
」
確
認
に
ご
協
力
を

戸
籍
の
電
算
化
と
は

使用できない文字と
対応する文字の例

★市民懇話会での検討状況は「広報なよろ」でお知らせしているほか、会議録（要旨）などは市のホームペ
ージ（窓口案内から探す→総務部→地域振興課情報提供→地域振興課情報サイト）でご覧になれます。

また、懇話会の傍聴もできますので開催日程など詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ 地域振興課地域自治係（市役所名寄庁舎３階）０１６５４③２１１１（内線３３１３）
* ny-shinkou@city.nayoro.lg.jp http://www.city.nayoro.lg.jp

２ 月 18日 、 ３ 月 ２ 日 、 10日 に 自 治 基 本 条 例 （ 仮 称 ） 市 民 懇 話 会 を
開 催し 、こ れ まで検 討 し てき た内 容 につ い て全体 の 見直 し を 行 い、
検討結果を答申書としてまとめました。

今号では「市民が主役のまちづくり」を進めるための「具体的な仕
組み」の検討内容についてお知らせします。

戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、

６
月
１
日
か
ら
戸
籍
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
紙
の
原
本

で
管
理
さ
れ
、
手
作
業
で
の
記
録
な

ど
を
行
っ
て
い
た
た
め
多
く
の
時
間

と
労
力
が
必
要
で
し
た
。

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
の
作
成

か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
を
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
事
務
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

※
今
回
の
電
算
化
は
、
本
籍
地
が
名

寄
市
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

電
算
化
に
伴
い
、
戸
籍
謄
本
な
ど

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
全
員
を
証
明
す
る
「
戸
籍
謄
本
」

が
「
全
部
事
項
証
明
書
」
に
、
個
人

を
証
明
す
る
「
戸
籍
抄
本
」
が
、「
個

人
事
項
証
明
書
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
形
式
も
縦
書
形
式
か
ら
横

書
形
式
へ
、
用
紙
サ
イ
ズ
も
従
来
の

Ｂ
４
版
か
ら
Ａ
４
版
へ
小
型
化
さ
れ

ま
す
。

戸
籍
に
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用

漢
字
の
ほ
か
、
国
民
一
般
に
通
用
す

る
文
字
で
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
辞
書
に
な
い
文

字
（
氏
名
）
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
辞

書
に
あ
る
文
字
に
置
き
換
え
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
す
る
予
定
で
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
５
月
初
旬
に

「
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
名
寄
庁
舎
１
階

市
民
課
市
民
年
金
係


０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

（
内
線
３
１
１
８
）
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「
意
識
の
改
革
」
と
「
環

境
づ
く
り
」
は
車
の
両
輪

講
演
で
は
、
男
性
が
育
児
休

業
を
取
得
す
る
場
合
、
制
度
や

法
律
な
ど
の
「
環
境
」
が
い
く

ら
整
備
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も

職
場
の
上
司
や
周
り
の
「
意
識
」

も
必
要
で
あ
り
、
「
意
識
の
改

革
」
と
「
環
境
づ
く
り
」
は
と

も
に
進
め
て
い
か
な
け
ば
な
ら

な
い
車
の
両
輪
に
た
と
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
男
女
、
生
活

背
景
、
世
代
、
個
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
識
が
あ
る
中
、

男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く

と
、
そ
れ
を
否
定
す
る
人
が
出

て
き
ま
す
。
そ
れ
は
家
庭
や
両

親
な
ど
を
否
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
か
ら
起
き
る
こ
と

や
、
決
め
つ
け
に
よ
る
反
発
が

原
因
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
「
こ
う

で
す
よ
」
と
い
う
押
し
付
け
で

は
な
く
、
自
分
の
普
段
の
暮
ら

し
の
中
に
あ
る
「
疑
問
」
か
ら

始
め
る
こ
と
が
男
女
共
同
参
画

に
向
け
た
学
び
で
あ
る
こ
と
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

考
え
て
い
く
こ
と
か
ら
始

ま
る
男
女
共
同
参
画

講
演
の
後
、
ひ
と
つ
の
物
語

の
朗
読
を
聞
き
、
物
語
を
通
し

て
、
自
分
た
ち
の
生
活
・
意
識

▼
問
い
合
わ
せ

市
役
所
名
寄
庁
舎

３
階
企
画
課
男
女
共
同
参
画
担
当


０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

内
線
３
３
０
８
・
３
３
０
９

ny
-
m
w
ky
o
d
o
@c
i
t
y.

n
a
y
or
o
.
lg
.
j
p

の
中
の
男
女
共
同
参
画
を
考

え
、
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ
討
議

に
入
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、
「
女
性
自
身
も
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
感

謝
の
意
は
誰
に
で
も
大
切
」「
対

等
に
物
言
え
る
夫
婦
関
係
を
つ

く
り
た
い
」
な
ど
と
い
う
声
が

出
さ
れ
、
小
野
寺
准
教
授
か
ら

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
差
別

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
難
し

さ
や
、
違
い
が
あ
る
こ
と
に
秩

序
や
差
別
が
生
ま
れ
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
へ
の
気
づ
き
か
ら
始
め
よ
う
！

〜
男
女
共
同
参
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
〜

３
月
５
日
に
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
男
女
共
同
参
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
名

寄
市
立
大
学
の
大
坂
准
教
授
（
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
）
と
小
野
寺
准
教
授
の

講
演
を
受
け
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
意
見
交
換
を
行
い
、
身
近
な
問
題
か
ら
の

男
女
共
同
参
画
を
と
も
に
学
び
あ
い
ま
し
た
。

和寒町

｢三笠山自然公園子どもの国｣オープン予定

ゴーカートや豆汽車など子どもたちに人気の乗
り物や、ピクニックに最適な休憩所などが整って
おりますので、みなさんのお越しをお待ちしてい
ます。 ご家族連れで是非どうぞ。

・と き ４月29日（水）の予定
・ところ 三笠山自然公園こどもの国

問い合わせ 道北環境整備建設業協同組合
０１６５(３２)２０４２

美深町

「第14回美深白樺樹液春まつり」

、春の訪れを感じることができるイベントが目
白押し。ぜひ早春の北・北海道をお楽しみくださ
い。お待ちしております。

・と き ４月19日(日)１０：００～１３：００
・ところ 美深町仁宇布ファームイントント周辺
問い合わせ 美深白樺樹液を楽しむ会

０１６５６②１３５７（事務局・成毛）

ＮＨＫ「民謡をたずねて」公開録音

日本各地の民謡を通じて地域の文化や風土を全国
に紹介する、情緒あふれる公開ラジオ番組です。

・ゲスト 山本ナツ子、江村貞一、山本裕美子ほか
・と き ４月24日(金) 18：00開場 18：30開演
・ところ 美深町文化会館ＣＯＭ１００
・入 場 無料（入場整理券が必要です）
・申込み 下記問い合わせ先の各窓口、またはNHK

旭川放送局への電話申込み
問い合わせ NHK旭川放送局 ０１６６(２４)８８０５

美深町文化会館COM100 ０１６５６②１７４４
美深町役場 ０１６５６②１６４５

男女

共
同
参
画
社
会
の

実
現
を

め
ざ
し
て
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妊婦一般健康診査費用の一部助成が４月より拡大しました

市では、母子健康手帳の交付時に妊婦一般健康診査受診票を交付し
て、安心・安全な出産を迎えられるよう健診費用の一部助成を行って
います。

妊娠に気づいたら、早めに医療機関を受診し、定期的に妊婦健診を受け
ましょう!

※既に母子健康手帳の交付を受けている方は、個別で通知させていただ
いておりますが、まだ新受診票を受け取られてい
ない場合は早急に交付を受けてください。

※他市町村で母子健康手帳交付を受け転入されてき
た方、道外へ里帰りされる方は、保健センターま
でご連絡ください。

母子保健カレンダー配付のご案内

平成21年度名寄市母子保健カレンダーを次のとおり配付いたします。
(名寄・風連地区共通、Ａ３版桃色)
◆平成21年３月１日以降に生まれたお子さんがいる方
生後０～４ヶ月までの「こんにちは赤ちゃん訪問」の
時に訪問スタッフ がお渡しします。

◆平成21年２月28日以前に生まれたお子さんがいる方
次の公共施設等で配付していますのでお受け取りください。

●助成される受診票が５回分から１４回分に増えます。なお、市立総
合病院に受診票を持参した場合は、無料で妊婦健診が受けられます。
〔定期妊婦健診【保険適応外】に限ります〕
●これまで対象外であった道外へ里帰りする方も、助成が受けられる
ようになり、より妊婦さんが健診を受診しやすくなります。

麻しん風しん混合ワクチン（中1・高３）の接種について

ここ数年、10～20歳代に麻しんが流行したことに伴い制度が改正さ
れ、平成20年度から５年間にわたり、麻しん風しん予防接種を１回受
けた年代に、免疫を高めるため２回目の接種をおこないます。

【対象者】
第３期 中学１年相当の方（平成８年４月２日～平成９年４月１日生）
第４期 高校３年相当の方（平成３年４月２日～平成４年４月１日生）
※市内指定医療機関で、９月末日までに接種を受けてください。
詳しいご案内・予防接種予診票等は、個別に通知いたします。

健康
ガイド
申し込み・問い合わせ

保健センター01654②1486

休日当番医
急患に限ります

４月 ５日 市立総合病院

01654③3101

１２日 名寄東病院

01654③2188

１９日 岡崎内科

01654③2361

２６日 名寄三愛病院

01654③3911

２９日 市立総合病院

01654③3101

５月 ３日 名寄三愛病院

01654③3911

４日 片平外科･脳神経外科

01654③3375

５日 中村整形外科

01654③2881

６日 市立総合病院

01654③3101

救急医療情報案内フリーダイヤル

0120－208－699

子育て保健
ミニカレンダー ４月
17日(火) のびのび親子教室

1９日(木) １歳６カ月健診

10日(金) 親子ふれあいひろば

15日(水) ３～４カ月児健診・ＢＣＧ

20日(月) 股関節脱臼検診

21日(火) ７カ月児健診

23日(木) ３歳児健診

24日(金) 親子ふれあいひろば

27日(月) 赤ちゃん計測日

※風連会場は風連地区の方のみを対象

として実施しています。

※詳しくは母子保健カレンダーをご覧

ください。

HEALTHY
GUIDE

保健センター（西２北５） 市役所名寄庁舎（大通南１）

市立図書館名寄本館（大通南２） 市役所風連庁舎（風連町西町196-1）

市立総合病院（西７南８） 智恵文支所（智恵文11線）

吉田病院（西３南６） 総合福祉センター（西１南12）

西保育所（西６北４） 名寄三愛病院（西１北５）

南保育所（西６南９） 名寄東病院（東６南５）

名寄カトリック幼稚園（西３南４） 光名幼稚園（西２南10）

女性児童センター（西11北４） 名寄幼稚園（大通南２）

名寄大谷認定こども園<保育園・幼稚園>

子育て支援センターちゅうりっぷ（西５南２）

東保育所・子育て支援センターさくらんぼ

（東５南３）

風連幼稚園・さくら保育園

風連地域子育てセンター(こぐま)（風連町西町284-1）

風連児童会館・市立図書館風連分館

（風連町南町84-１）
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子育て支援センター・その他の事業

●なかよしランド(１０:００～１１:３０) ●絵本貸し出し(１０:００～１５:３０)

月・金 さくらんぼ 月～金 さくらんぼ

火・木 女性児童センター ●育児相談(１０:００～１５:００)

●ぴよぴよランド(１０:００～１１:３０) 月～金 さくらんぼ

水曜日 さくらんぼ ●子育てサークル育成支援

さくらんぼ

子 育 て 支 援 セ ン タ ー で
育児の輪を広げましょう！

市
立
病
院
の
健
康
講
座

４月・５月の催し

●こいのぼり制作（女性児童センター）

・とき ４月２１日(火)１０：００～１１：３０

・内容 親子でこいのぼりを作ります。

●リズム遊び（女性児童センター）

・とき ５月１２日(火)１０：００～１１：３０

・内容 音楽に合わせて体を動かす楽しさを体験。

健康づくり体操教室のお知らせ

・と き ４月９日･１６日･２３日(毎週木曜日)

９：３０～１１：１５

・ところ 総合福祉センター

・内 容 フォークダンス・民謡踊り・自きょう術

・持ち物 上靴

・申し込み 当日会場で受け付けます。

・問い合わせ 名寄庁舎２階 高齢福祉課高齢福祉係

０１６５４③２１１１ 内線３２３１

「さくらんぼ」開設：月～金曜日
・01654②5683（東5南3 東保育所内）
火・木曜日のみ女性児童センターで実施します

「ちゅうりっぷ」開設：月～金曜日
・01654⑧7711 (西5南2 名寄大谷認定こども園内）
親子あそびのひろば 9：00～10：30
育児相談・絵本貸し出し 8：30～17：30

「こぐま」開設：月・火・木曜日
・01655③2378（風連町西町風連さくら保育園内)

「
バ
チ
ス
タ
」
は
、
最
近
、
テ
レ
ビ
や
映
画

な
ど
で
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
ほ
と
ん
ど
の
方
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
「
バ
チ
ス
タ
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

バ
チ
ス
タ
手
術
は
、
正
式
に
は
左
室
縮
小
術

と
い
い
左
室
形
成
術
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
１
９

８
０
年
代
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
心
臓
外
科
医
の
ラ
ン

デ
ル
・
バ
チ
ス
タ
先
生
が
始
め
た
も
の
で
す
。

主
に
拡
張
型
心
筋
症
と
い
う
病
気
に
対
し
て
、

膨
ら
み
す
ぎ
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
左
心
室
の

心
筋
を
一
部
切
り
取
っ
て
縫
い
縮
め
る
こ
と
に

よ
り
心
臓
の
収
縮
力
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
手

術
で
す
。
１
９
９
５
年
に
学
会
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
時
は
あ
ま
り
相
手
に
さ
れ
ず
全
然

普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味

で
は
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は
違
っ
た
大
胆
な
発

想
の
手
術
法
で
あ
る
こ
と
や
、
手
術
後
１
〜
２

年
生
存
が

〜

％
程
度
だ
っ
た
と
い
う
成
績

50

60

も
そ
の
要
因
で
し
た
。
し
か
し
、
心
臓
移
植
以

外
で
は
助
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
実
際
に
た
く

さ
ん
い
て
も
ド
ナ
ー
が
不
足
し
て
い
る
社
会
的

状
況
の
も
と
で
、
世
界
的
に
名
高
い
ア
メ
リ
カ

の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
こ
の
手
術

に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
、
欧
米
で
も
一
挙
に

注
目
を
浴
び
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

考
案
者
の
名
前
を
と
っ
て
「
バ
チ
ス
タ
手
術
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
わ

が
国
で
は
１
９
９
６
年

月
に
最
初
に
湘
南
鎌

12

倉
総
合
病
院
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

近
年
は
、
こ
の
バ
チ
ス
タ
手
術
を
改
良
し
長

期
予
後
の
改
善
を
図
る
た
め
の
心
不
全
に
対
す

る
手
術
法
と
し
て
、
ド
ー
ル
手
術
、
セ
ー
ブ
手

術
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
と
い
う
左
室

形
成
術
が
次
々
と
考
案
・
実
施
さ
れ
、
そ
の
適

応
も
拡
張
型
心
筋
症
の
み
な
ら
ず
虚
血
性
心
筋

症
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
不
全

の
原
因
や
病
態
に
応
じ
て
、
弁
形
成
術
、
弁
輪

形
成
術
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
も
と

も
と
の
バ
チ
ス
タ
手
術
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ド
ラ
マ
で
は

「
栄
光
」
と
し
て
、
心
臓
外
科
に
お
け
る
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
手
術
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
…
。

【
名
寄
市
立
総
合
病
院

副
院
長

和
泉
裕
一
】

市
立
総
合
病
院


０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

｢

バ
チ
ス
タ
手
術｣
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寄市の知名度向上と発展に貢献していただこうと、昨年の６月に制度をスタートして
以降、料理研究家の星澤幸子さんをはじめ、１組７名の方を「名寄ふるさと大使」に

委嘱いたしました。
大使は、市内在住者、名寄市出身者並びにゆかりのある方などで、当市の知名度向上に期待
できる方を委嘱できることになっています。

名

☆これまで大使に委嘱した方々の紹介☆

●星澤 幸子 さん
【平成21年2月23日委嘱】
名寄短期大学栄養科を

卒業。
現在、料理研究家で星

澤クッキングスタジオ主
宰として活躍。札幌テレ
ビ「どさんこワイド」で
お馴染み、北海道食材に
こだわった料理を毎日生
出演して紹介しています。

名寄市に関連するふるさと会を代表する方
●旭川風連会（会長 橋本 和憲さん、事務局長 茅原幸一さん）【平成21年２月８日委嘱】
●札幌風連会（会長 東野 敏男さん、参与 宇山 照江さん）【平成21年２月14日委嘱】
●さっぽろ名寄会（会長 中島昭男さん､相談役 蒲 郁次郎さん）【平成21年2月20日委嘱】
※東京なよろ会も委嘱予定です。

●なよろアスパ恋【平成20年6月15日委嘱】
ら ぶ

名寄特産品のアスパラＰＲのため、地元ＦＭ局
「Ａｉｒてっし」がプロデュース。各種イベン
トで活躍する名寄市立大学生の２人です。

【旭川風連会】 【札幌風連会】 【さっぽろ名寄会】

左:光凌キャンパス

右:名農キャンパス

月から開校する名寄産業高校は名寄光凌高校
と名寄農業高校が統合し、酪農科学科、生活

文化科、電子機械科、建築システム科の４学科４
学級からなる地域産業の担い手を育成する高校と
して新たにスタートします。
３月４日に同校の入学試験、１７日に合格発表

が行われました。また、４月９日には開校式・入
学式が行われます。

４

「名寄ふるさと大使」を委嘱しました！！

名寄産業高校が4月より開校します

今後もこの制度を活用し、広く名寄市のＰＲを図るとともに、当市の発展に貢献していた
だきたいと考えております。

まちの話題
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３/１５ 第30回名寄市民スキー大会

３/１８ 在学生、保護者に見守られ市立大学短期大学部卒業式

３０回となる名寄市民スキー大会が３月１
５日名寄ピヤシリスキー場で行われ、幼児

から大人まで選手230人が参加し、各種競技が行
われました。
今回は第30回を記念して最高齢の庄司慶吉さん

（75歳）と最年少の室田千夢ちゃん（４歳）が選
手宣誓を行いました。
また、当日は競技のほかにもレクリエーション

なども行われ、楽しんでいました。

第

３/１８ 定額給付金の給付申請が始まりました

寄市立大学短期大学部児童学科の卒業式が
同大学本館体育館で行われ、色鮮やかな袴

に身を包んだ55人が卒業証書を手に卒業しまし
た。
今年は、短期大学部だけの卒業式ではありまし

たが、在学生からの送辞や卒業生からの答辞の言
葉に、仲間と共に過ごした２年間の学生生活を思
い出し、仲間との別れを惜しみ、涙する姿もあり
ました。

名

額給付金の給付申請が市役所名寄庁舎・風
連庁舎・智恵文支所の３カ所で始まりまし

た。
市役所名寄庁舎では当日の朝から申請者が並

んでいました。
給付申請手続きは９月１８日までとなってい

ますので忘れずに期限までに申請してください。
詳しくは広報なよろ３月号号外または名寄市

ホームページをご覧ください。

定

市
民
見
学
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

市
政
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

の
施
設
を
中
心
と
し
た
見
学
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

シ
バ
ザ
ク
ラ
と
浄
水
場

▼
と
き

５
月

日
12

(火)

▼
定
員

人
（
定
員
に
な
り
次
第

20

締
め
切
り
ま
す
）

※
内
容
に
よ
っ
て
は
実
費
負
担
が
あ

り
ま
す
。

※
参
加
者
が

人
に
満
た
な
い
場
合

10

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

５
月
８
日
(金)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
広
聴
係

市
役
所
名
寄
庁
舎

３
階


０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

（
内
線
３
３
０
７
）

【
行
き
】(

集
合
・
出
発)

時

市
役
所
名
寄
庁
舎

10
時

分

市
役
所
風
連
庁
舎

10

20

【
帰
り
】(

到
着
・
解
散)

時

分

市
役
所
名
寄
庁
舎

11

40
時

市
役
所
風
連
庁
舎

12
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問 問い合わせ 申 申し込み

名 名寄庁舎（01654③2111）

風 風連庁舎（01655③2511）
暮らしのお知らせ

国
の
生
活
対
策
の
一
環
と
し
て
、

幼
児
教
育
期
の
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
に
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

▼
対
象

２
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
所
が

あ
る
平
成

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
２
子
以

17降
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

※
第
２
子
の
判
定
は

歳
以
下
の
子

18

ど
も
の
中
か
ら
年
齢
順
に
第
１
子
、

第
２
子
と
数
え
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

▼
支
給
額
・
回
数

対
象
児
童
一
人
あ
た
り
３
６
，０
０
０

円
を
１
回

▼
申
請
方
法

４
月
上
旬
に
市
か
ら
対
象
世
帯
へ

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
載
し
て
郵
送
ま
た
は
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
情
報
に
基
づ
き
申
請
の

ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
と

第
１
子
が
別
居

し
て
い
る
場
合

は
、
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問

社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

名

２
階

番
（
内
線
３
２
２
７
）

13

移 動 窓 口

暮らしのリサイクル
(10:00～16:00)

平
成

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

21

は
、
月
額
１
４
，
６
６
０
円
で
す
。

一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
納
付
し

た
り
、
口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
割

引
制
度
が
利
用
で
き
、
お
得
で
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

に
つ
い
て

所
得
が
無
い
学
生
の
方
が
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
不
慮
の
事
故

等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
申
請
に
よ

り
該
当
に
な
る
と
在
学
期
間
中
の
保

険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
分
の
受
け
付
け
を
開

21

始
し
ま
し
た
の
で
、
市
役
所
１
階
の

国
民
年
金
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
申

請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問

市
民
課
市
民
年
金
係

名

１
階
（
内
線
３
１
１
１
）

風

１
階
（
内
線
１
１
１
）

み
ん
な
の
国
民
年
金

夜間納税窓口
（17：30～19：30）

と き ４月２４日(金)
ところ 名寄庁舎２階

税務課納税係

パスポート移動窓口
（11：00～14：00）

ところ 名寄庁舎1階ロビー
と き ４月 ８日（水）

２２日（水）

社会保険事務相談窓口
１日目）13：00～16：30
２日目） 9：00～11：30
※事前予約制です。
(0166-72-5004へ)
商工会議所
と き ４月 ９日（木）

１０日（金）
市役所会場（名寄庁舎）
と き ４月２３日（木）

２４日（金）

名寄消費者協会01654③5630

※毎週水曜日は定休日

不用になった家庭用品などを紹介

します。お気軽にお電話ください。

○ゆずります

●端午の節句段飾り五月人形

●光凌高校ベスト（ＬＬサイズ）

○ゆずってください

●電子ピアノ

●トミカのプラレール

●ベビー冬用つなぎ

●ベビーベッド

●ベビーバス

と　き ところ

４月１４日(火) 10：30～16：00 陸上自衛隊名寄駐屯地

２１日(火) 10：30～12：30 市役所風連庁舎前

13：30～16：00 JA道北なよろ風連給油所駐車場

２２日(水) 10：30～16：00 西條㈱名寄店

２３日(木) 10：30～16：00 市役所名寄庁舎

２４日(金) 10：30～12：30 名寄河川事務所

13：30～16：00 北星信用金庫本店

２７日(月) 10：30～11：30 旭川日産自動車㈱名寄店

11：45～12：35 北電㈱名寄電力所

13：45～16：00 市立総合病院

５月　８日(金) 10：30～16：30 市立大学

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

▼
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

平
成

年
度
の
介
護
保
険
料
の
基

21

準
額
は
、
平
成

〜

年
度
（
第
３

18

20

期
）
と
変
更
な
く
４
４
，
０
０
０
円

（
年
額
）
で
す
。
詳
細
は
、
広
報
な

よ
ろ
４
月
号
と
同
時
に
配
布
し
ま
す

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
介
護
保
険
料
の
お

知
ら
せ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
仮
徴
収
額
の
変
更
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
額
（
４
月
、

６
月
、
８
月
の
支
給
年
金
か
ら
の
天

引
き
分
）
と
介
護
保
険
料
確
定
後
の

本
徴
収
額
（

月
、

月
、
２
月
の

10

12

支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
）
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
に
６
月
、
８
月
支

給
年
金
か
ら
の
天
引
き
額
を
変
更
い

た
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
「
特
別
徴
収
額
変

更
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
生
活
困

窮
者
に
対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
率
が
改

定
し
ま
す

４
月
の
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
利

用
料
の
上
昇
に
つ
い
て
、
利
用
者
負

担
の
急
激
な
増
加
を
抑
え
る
た
め
、

該
当
の
方
は
、
軽
減
割
合
が
変
更
に

な
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）
た
だ
し
、

３
月

日
に
こ
の
認
定
を
す
で
に
受

31

け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

申
請
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
い
利
用
料
金
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

名

２
階
（
内
線
３
２
３
６
）

軽減割合の変更（４月１日から）

（現行）　      （改定後）

１ /４　    →   　２８％

１ /２　    →   　５３％

問

市
献
血
推
進
協
議
会

(

市
役
所
社
会
福
祉
課
庶
務
係
）

名

２
階

番
窓
口
（
内
線
３
２
２

15

１
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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例）年金収入のみの場合

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
が

始
ま
り
ま
す

縦
覧
は
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
額
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か

ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、
納
税

者
本
人
は
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
可
能

で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
事
項
は
所

在
、
地
目
、
地
積
、
家
屋
床
面
積
、

価
額
な
ど
で
す
。

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所

・
市
役
所
名
寄
庁
舎
２
階
９
番
窓
口

税
務
課
資
産
税
係

・
市
役
所
風
連
庁
舎
１
階
１
番
窓
口

総
務
課
税
務
担
当

▼
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
免
税
点
以
上
の
土
地
、
家

屋
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
、
納
税

管
理
人
に
限
り
ま
す
。

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
で

の
閲
覧
に
際
し
て
は
委
任
状
の
持
参

が
必
要
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

４
月
１
日

〜
６
月
１
日

(水)

(月)

９
時
〜

時
（
土
・
日
・
祝
日
を

17

除
く
）

問

税
務
課
資
産
税
係

名

２
階
（
内
線
３
２
０
４
・
３
２

０
５
・
３
２
０
９
）

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ

ー
平
成

年
度
の
保
険
料
軽
減
の
仕
組
み
ー

21

▼
年
金
か
ら
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
平
成

年
度
の
保
険
料
は
、
平
成

21

年
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

20
た
だ
し
、
４
月
・
６
月
・
８
月
分

の
年
金
か
ら
差
し
引
く
保
険
料
は
、

暫
定
的
に
平
成

年
度
の
所
得
を
基

19

に
計
算
し
て
い
ま
す
。
（
該
当
の
方

に
は
４
月
上
旬
に
「
仮
徴
収
額
決
定

通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
）

正
式
な
保
険
料
は
、
支
払
方
法
と

と
も
に
、
７
月
に
被
保
険
者
全
て
に

個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
軽
減
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
す

①
均
等
割
の
軽
減

所
得
の
低
い
方
は
、
均
等
割
３
７
，

１
１
６
円
が
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ

ま
す
。（
下
図
参
照
）

②
所
得
割
の
軽
減
（
前
年
に
引
き
続

き
軽
減
さ
れ
ま
す
）

前
年
の
所
得
か
ら

万
円
を
差
し

33

引
い
た
額
が

万
円
以
下
の
方
は
、

58

所
得
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
被
用
者
保
険
（
社
保
・
共
済
な

ど
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
平
成

・

年
度
の
保
険
料
が

20

21

軽
減
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
均
等
割
が
９
割
、

21

所
得
割
が
全
額
軽
減
さ
れ
ま
す
。

↓
１
年
間
の
保
険
料
３
，
７
０
０
円

問

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合


０
１
１(

２
９
０)

５
６
０
１

市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

名

１
階
（
内
線
３
１
１
８
）

※一方の所得が０円（年金収入１２０万円以下）の場合。

年金収入
平成20年度の均等割 平成21年度の均等割

一人世帯 夫婦二人世帯（※）

168万円以下 8.5割軽減後　5,400円 7割軽減後 11,134円

上記のうち被保険者全員が、

年金収入が80万円以下で所得が0円
8.5割軽減後　5,400円 9割軽減後  3,700円

192万5千円以下  5割軽減後　18,558円 平成20年度と同額

203万円以下 238万円以下  2割軽減後　29,692円 平成20年度と同額

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
費

用
に
つ
い
て

国
保
で
は
、

歳
以
上
の
加
入
者

30

が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
費
用
に
つ
い
て
申
請
に
よ
り
３
分

の
２
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
に
は
印
鑑
、
保
険
証
、
領
収

書
、
検
査
結
果
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
市
立
総
合
病
院
で
受
け
る
方
は
、

ド
ッ
ク
予
約
後
、
申
請
に
よ
り
受
診

票
が
発
行
に
な
る
た
め
領
収
書
は
不

要
で
す
）

検
査
結
果
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ド
ッ
ク
に
含
ま
れ
る
特
定
健
診
の
項

目
は
特
定
健
診
の
結
果
と
し
て
扱

い
、
支
援
が
必
要
な
方
に
は
特
定
保

健
指
導
を
行
う
た
め
必
要
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る
に
は
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
課

国
保
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
の
費

用
に
つ
い
て

国
保
で
は
市
で
行
う
「
特
定
健
診
」

・
「
各
種
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て
も

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
広
報
な
よ
ろ

４
月
号
折
込
チ
ラ
シ
「
平
成

年
度

21

各
種
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
特
別
徴
収
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
！国

保
税
の
支
払
方
法
が
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
天
引
き
）
と
な
る
世
帯

は
４
月
か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。特

別
徴
収
に
該
当
す
る
世
帯
に
は

４
月
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
特
別
徴
収
に
該
当
す
る
世
帯
】

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
に
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65

歳
以
上

歳
未
満

75

②
世
帯
主
の
年
金
の
年
額
が

万
円

18

以
上

③
国
保
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ

た
額
が
世
帯
主
の
年
金
額
の
２
分

の
１
以
下

※
お
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
特
別
徴
収
に
該
当

し
ま
せ
ん
。

問

市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

名

１
階
（
内
線
３
１
１
４
・
３
１

１
５
）

風

１
階
（
内
線
１
２
０
）

★
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
市
で
行
う

「
特
定
健
診
」
は
重
複
し
て
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
助
成
は
年
度
内
（
４
月

～
翌
年
３
月
末
）
に
１
回
を
限
度

と
し
ま
す
。
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違反建築物等の防止について

市内では建築シーズンの時期となってきましたが、建築物な
ど（市販の物置、車庫、ガレージなどもすべて対象となります）
を建築する場合は工事を着手する前に建築確認申請書を提出し
て、法令の規定に適合するかどうか、建築主事の確認を受けな
ければ建築することができません。
最近、無届けによる建築行為で処罰の対象となるケースが増

えつつありますので、十分ご注意願います。申請書作成にあた
りましては、工務店、販売店などにご相談ください。

最近、スチール製車庫などは確認申請の手続きが不要と称し
て販売する悪質な業者がおりますので、十分にご注意願います。

建築リサイクル法の届け出等について

建築物などを解体する場合、８０㎡以上を対象に事前（工事
着手日の７日前まで）の届け出が義務づけられています。また
分別解体や解体材の再資源化なども義務づけられています。無
届けの解体やミンチ解体は処罰の対象となりますので十分ご注
意願います。

詳細につきましては下記までお問い合わせ下さい。

問 建設水道部建築課建築指導係 風 ２階（内線２２６）

基
準
額
に
そ
の
貸
付
利
率
を
乗
じ

て
得
た
額
の
一
部
を
補
給

【
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
民
間
金

融
機
関
】

規
則
に
定
め
る
選
考
基
準
の
収
入

判
定
額
に
よ
り
補
給

▼
申
し
込
み
受
け
付
け

利
子
補
給
申
請
の
受
け
付
け
は
、

月
末
日
ま
で
で
す
。

10
市
役
所
名
寄
庁
舎
３
階
教
育
委
員

会
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
総
務

係

名

３
階
（
内
線
３
３
７
３
）

奨
学
金
並
び
に
修
学
資
金
に
係
る
利
子
補
給
制
度

市
で
は
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ

っ
て
経
済
的
に
就
学
困
難
な
学
生
や

生
徒
に
対
し
て
、
貸
し
付
け
を
受
け

た
奨
学
金
・
修
学
資
金
に
係
る
利
子

補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

大
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校

・
専
門
課
程
に
進
学
、
在
学
中
の
方

②
親
、
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き

方
が
市
民
で
あ
る
こ
と

③

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

(１)機
構
の
有
利
子
奨
学
金
の
貸
し
付

け
を
受
け
た
方

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
民
間

(２)金
融
機
関
の
修
学
資
金
の
貸
し
付

け
を
受
け
た
方
で
、
規
則
で
定
め

る
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
さ
れ
た
方

※
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
生
は
、
無
条
件
で
利
子
補
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
利
子
補
給
金
の
算
出
基
準
額

①
高
等
学
校
在
学
者

万
円
に
修
業

12

年
限
を
乗
じ
た
額

②
高
等
専
門
学
校
在
学
者

万
円
に

18

修
業
年
限
を
乗
じ
た
額

③
専
修
学
校(

専
門
課
程)

在
学
者
、

ま
た
は
各
種
学
校
在
学
者(

修
業

年
限
１
年
以
上)

は
、

万
円
に

36

修
業
年
限
を
乗
じ
た
額

④
大
学
、
大
学
院
在
学
者
は

万
円

48

に
修
業
年
限
を
乗
じ
た
額

▼
利
子
補
給
金

上
記
基
準
額
に
対
し

【
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
生
】

自
衛
官
募
集

注
１

③
・
④
は
歯
科
・
薬
学
そ
れ

ぞ
れ
の
課
程
を
修
め
た
方
（
卒
業
見

込
み
を
含
む
）。

注
２

①
〜
④
の
年
齢
は
平
成

年
22

４
月
１
日
現
在
。
⑤
・
⑥
は
平
成
21

年
７
月
１
日
現
在
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
志
願
票
は
こ
ち
ら

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

名
寄
出
張
所
（
西
１
南
９
）


０
１
６
５
４
②
３
９
２
１

※
志
願
受
付
票
は
、
市
役
所
部
企
画

課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

種　目 応募資格 募集期限 試験日

①一般曹候補生 18歳以上27歳未満 5/12まで 5/23（土）

②一般・技術幹部候補生
22歳以上26歳未満
※大学院修士学位取得
者は28歳未満

5/12まで
5/16（土)・5/17（日）
※17日は飛行要員

③歯科幹部候補生 20歳以上30歳未満 5/12まで 5/16（土）

④薬剤科幹部候補生 20歳以上26歳未満 5/12まで 5/16（土）

⑤予備自衛官補（一般公募） 18歳以上34歳未満 4/13まで 4/18（土）

⑥予備自衛官補（技能公募）
18歳以上55歳未満
※保有する技能により
異なります。

4/13まで 4/19（日）

①床面積が10㎡超える建築物。ただし、準防火地域内は面積に関わ

らず申請書の提出が必要となります。

②高さが４メートルを超える屋外広告物等の工作物。

問 問い合わせ 申 申し込み

名 名寄庁舎（01654③2111）

風 風連庁舎（01655③2511）

通
行
止
め
解
除
の
お
知
ら
せ

●
場
所

日
進
智
東
線

智
恵
文(

Ｊ
Ｒ
智

東
駅)

〜
日
進(

智
東
橋)

間

●
通
行
開
始
日

４
月

日

〜

22

(水)

●
場
所

風
連
池
の
上
線

全
線

●
通
行
開
始
日

４
月

日

〜

25

(土)

問

建
設
水
道
部
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー

風

２
階
（
内
線
２
１
０
）

市
立
小
中
学
校
施
設
耐
震
化

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

市
内
小
中
学
校
の
学
校
施
設(

校

舎
や
屋
内
運
動
場)

は
、

校(

小

16

中
併
置
校
１
校
含)

に

の
施
設
が

30

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち

校
12

施
設

棟
の
施
設
は
、
昭
和

18

27

56

年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、
地
震
に

対
す
る
耐
震
性
能
が
現
在
の
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
に
実
施
し
た
学
校
施
設
耐
震

化
優
先
度
調
査
結
果
に
基
づ
き
耐

震
化
の
優
先
順
位
を
検
討
し
て
名

寄
市
立
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
緊

急
度･

優
先
度
の
高
い
学
校
施
設
か

ら
計
画
的
に
改
築
や
耐
震
補
強
な

ど
の
耐
震
化
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
名

寄
市
立
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
計

画
は
、
次
の
場
所
で
計
画
書
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
公
表
場
所

①
市
教
育
委
員
会
事
務
局
（
名
寄

庁
舎
３
Ｆ
）

②
各
小
中
学
校

③
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
名
寄
庁

舎
３
Ｆ
、
風
連
庁
舎
１
Ｆ
）

④
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
）

問

教
育
委
員
会
教
育
部
参
事

名

階
（
内
線
３
３
７
８
）

3
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春の全国交通安全運動 ４月６日（月）～１５日（水）

交通安全はみんなの願いです。特

に、春は新入学児童・園児などが通

学・通園を始めます。交通ルールを

遵守し、思いやりのある交通マナー

の実践で、子供や高齢者を交通事故

から守りましょう。

● ● ● ● ● ● ● ● ● 市民相談室● ● ● ● ● ● ● ● ●

ところ 名寄市民会館1階（大通北1）

申・問 01654③2111

（内線3616）

市民相談 9：00～16：00

と き 月～金曜日

無料法律相談 11：00～

と き ４月1２日（日）

５月 3日（日）

※事前予約が必要です

行政相談 13：00～16：00

と き ４月 9日（木）

５月14日（木）

結婚相談

と き 第1金曜日 17:30～19:00

その他の金曜日 13:00～15:00

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

消費者相談 9：00～16：00

と き 月～金曜日

ところ 市民会館2階

消費者センター

01654②3575

※消費生活に関わる相談

労働相談 8：45～17：３０

と き 月～金曜日

ところ 名寄庁舎3階

産業振興課労働相談所

01654③2111

人権相談 8：30～16：30

と き 月～金曜日

ところ 旭川地方法務局名寄支局

01654②2349

心配ごと相談（24時間）

と き 月～金曜日

ところ 総合福祉センター

01654②3968

精神障害者生活相談

（酒害相談も）13：00～15：00

と き 毎月第3木曜日

ところ 総合福祉センター

01654②3968

教育相談ハートダイヤル

9：00～17：00

と き 月～金曜日

ところ 女性児童センター（西11北2）

01654③1000

無料相談窓口

ご

寄

付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
新
一
年
生
へ
入
学
記
念
品
と
し
て

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
名
寄

（
斉
藤

弘
美
会
長
）

○
名
寄
文
具
商
組
合

（
高
橋

能
朗
組
合
長
）

▼
市
立
総
合
病
院
の
た
め
に

○
畑

の
り
子

▼
地
域
振
興
の
た
め
に
（
風
連
地
区

の
振
興
事
業
）

○
滝
川

徹
幸

▼
名
寄
市
立
大
学
の
国
際
交
流
分
野

振
興
の
た
め
に

○
白
石

由
紀
子

▼
医
療
と
福
祉
に
よ
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
た
め
に

○
石
崎

孝
子

▼
講
座
内
容

○
手
び
ね
り
陶
芸
１
班
（
第
１
・
３

水
、
金
曜
日
）

○
手
び
ね
り
陶
芸
２
班
（
第
２
・
４

水
、
金
曜
日
）

○
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
毎
週
水
・
金

曜
日
）

○
シ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
（
毎
週
木
曜
日
）

▼
同
好
会
活
動

○
囲
碁
同
好
会
（
毎
週
月
曜
日
）

○
木
彫
同
好
会
（
毎
週
火
曜
日
）

○
書
道
同
好
会
（
第
１
・
２
木
曜
日
）

▼
対
象

歳
以
上
の
市
民

60

▼
期
間

４
月
〜
翌
年
３
月
末

▼
受
講
料

無
料
（
材
料
費
は
自
己

負
担
）

申
・
問

生
き
が
い
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー


０
１
６
５
４
②
２
０
３
８

生
き
が
い
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー

で
講
座
受
講
生
を
募
集

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

・
研
修
の
ご
案
内

▼
コ
ー
ス
名
・
定
員

・
基
礎
か
ら
学
ぶ
製
造
現
場
講
座

人
（
４
月
２
日

〜
３
日

）

20

（木）

（金）

・
社
会
人
基
礎
力
向
上
講
座

人
20

（
４
月
６
日

〜
８
日

）

（月）

（水）

・
す
ぐ
で
き
る
営
業
の
基
本

人
30

（
４
月
９
日

〜

日

・
５
月

（木）

10

（金）

日

〜

日

の
２
回
）

25

（月）

26

（火）

・
新
任
管
理
者
育
成
講
座

人
30

（
４
月

日

〜

日

）

14

（火）

17

（金）

・
基
礎
か
ら
わ
か
る
！
会
社
の
経
営

数
学

人
25

（
４
月

日

〜

日

）

20

（月）

21

（火）

・
若
手
の
た
め
の
仕
事
の
質
を
向
上

さ
せ
る
思
考
法

人
20

（
４
月

日

〜

日

）

22

（水）

24

（金）

※
受
講
に
際
し
て
は
受
講
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
受
講
料
の

補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

名

階
（
内
線
３
３
４
２
）

3

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
手
話

奉
仕
員
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
講
座

▼
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

・
と
き

５
月
７
日

〜

月

日

(木)

11

26

毎
週
月
・
木
曜
日

時
〜

(木)

19

時

分

20

30

・
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
講
条
件

歳
以
上

18

▼
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

・
と
き

５
月

日

〜

月

日

13

(水)

10

28

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

(水)

19

21

・
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
講
条
件

歳
以
上

18

申
・
問

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉

係名

２
階
（
内
線
３
２
４
１
）
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9
・運転免許更新時講習会
優良13:00
一般14:00 文

・陶芸教室 ※要予約
9:00～12:00

13:00～16:00
18:00～21:00 陶

・名寄産業高校開校式
・入学式

「あったぁ！」と笑顔 合格発表
４月から開校する名

寄産業高校の合格発表

が３月17日、閉校する

名寄光凌高校で行われ、

自分の受験番号を見つ

けた受験生は「あった

ぁ！」と満面の笑顔で

合格を喜んでいました。（関連記事は16ページに掲載し

ています） （３月１７日撮影）

表紙の写真

5
・藤花杯コート開き
バレーボール大会ス

文 ･･･市民文化センター ス ･･･スポーツセンター 陶 ･･･風連陶芸センター 北 ･･･北国博物館 女 ･･･女性児童センター

6
・市内小中学校入学式､
始業式

・春の全国交通安全運
動(15日まで)

7 8 11
・本の読み聞かせ
13:30～ 女

12
・藤花杯ソフトバレー
ボール大会 ス

13 14 15
・早朝診療 ※予約制
7:00
風連国保診療所

16 17 18
・コート開きバスケッ
トボール大会（19日
まで） ス

・原田さんの工作と
本の読み聞かせ
13:30～ 女

19 20
・名寄ゲートボール協
会冬季納め大会 ス

・母の日のプレゼント
づくり（５月９日ま
で） 女

21 22 23
・陶芸教室 ※要予約

9:00～12:00
13:00～16:00
18:00～21:00 陶

24
・新入生歓迎会 女

25
・春季名寄地区高校
バドミントン大会
(26日まで) ス

・博物館であ･そ･ぼ･う
（５月６日まで） 北

26 27

４ 卯月 Ａｐｒｉｌ
市民カレンダー

Calendar

日 月 火 水 木 金 土
4
・本の読み聞かせ

13:30～ 女

平成２ 1年４月1日発行 第３７号
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４月の太陽・月の歴

日 日の出 日の入 月の出 月の入 日 月の形

1日 ５時１０分 １７時５９分 ８時０９分 - -時- -分 2日 上弦

10日 ４時５４分 １８時１０分 １９時０８分 ４時３９分 9日 満月

20日 ４時３７分 １８時２２分 ２時０８分 １２時５９分 17日 下弦

３0日 ４時２１分 １８時３８分 ８時１９分 - -時- -分 25日 新月

で「名寄市からのお知らせ」を放送中

市からのお知らせ、イベント情報などを紹介しています。

放送＝毎週月～金曜日8：10から12：30から17：10から

平成21年2月末日現在 ※（ ）前月末比
人口 31,183人（-24）男15,088人（-10）女16,095人（-14）
世帯数14,738世帯（-18）外国人登録者69人（-1）

2
・運転免許更新時講習会

違反1４:00
一般17:30
優良19:00 文

・名寄市立大学・同大
学短期大学部児童学
科入学式

1 3
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28 29
・ミカサ杯道北高校バ
レーボール大会 ス

30
・「広報なよろ｣５月号
配布予定日

・スポーツセンター
休館日

10

女性児童センターにて




